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知っておきたい！

　今、健保連のウェブサイト上に、「医療費の増加が続く中、医療と

国民皆保険制度の未来は黄信号」「医療と国民皆保険制度の未来を変

えるのは一人ひとりの“みどりアクション”」であることをPRする特

設コーナーを開設中です。

　この信号機になぞらえた「きいろ」は「危機的状況 国民医療費の

増加で医療と国民皆保険制度がピンチ」「医療費の増加で私たちの保

険料が上昇 年間保険料は15年で1.35倍に！」「６
ろく

割しか残らない現

役世代の保険料 約４割が高齢者医療に」の各頭文字を、「みどり」は

「見よう給与明細 自分の健康保険料を知ることから始めよう」「どんな

に忙しくても、必ず健診」「理解しよう、セルフメディケーションの力」

の各頭文字を充てています。また、「きいろをみどりへ」に関する

分かりやすい6本の動画も公開しています。

　これらを以下の二次元コードからご覧いただき、私たちにとって身

近な医療保険制度を巡る課題をご自身の問題として考えてみてくださ

い。また、特設コーナー中のアンケートに回答いただくと、抽選でデ

ジタルギフトが当たります（回答の期限は11月25日）。ぜひ、皆さん

のご意見をお寄せください。

　健保連は９月25日に、『「ポスト2025」健康保険組合の提言』を発表
しました。今後も高齢者医療費の急増が見込まれている中、少子高齢化
や医療の高度化による医療費と現役世代の負担の増大が懸念されてい
ます。今回は、こうした危機感を社会全体で共有することを重視し、国
民皆保険制度の維持に向けた提言をまとめており、加入者や国民向けの
アンケート結果も踏まえた内容となっています。
　提言は、「加入者（国民）の皆さまへの３つのお願い」「健康保険組合
の４つの約束」「健康保険組合が取り組む５つのチャレンジ」「国に対し
て実行、整備を求めること」の４本柱で構成されており、発表に先んじ
て健保連は、６月から「加入者（国民）の皆さまへの３つのお願い」の
周知広報を行っています。
　こうした広報展開も踏まえつつ６月号の小欄では、「医療費のしくみ
や国民皆保険制度の厳しい状況についてもっと知ってください」「自分

自身で健康を守る意識をもってください。健診をきちんと受けてくださ
い」「軽度な身体の不調は自分で手当てするセルフメディケーションを
心がけてください」とする「３つのお願い」を紹介しました。これらは、
医療制度の改正だけでなく、私たちが日常的に行える取り組みも大切で
あるという考え方に基づいています。
　国に対し、「負担の公平性の確保」など５項目の制度改正や環境整備
も求めており、この中には高齢者医療制度における負担の見直しが含ま
れています。人口構造が変化し、健康寿命も延びている中、高齢者に一
定の負担をしてもらうのは避けられない状況下にあります。
　国民皆保険制度を維持しながら現役世代や将来世代の負担を軽減す
るためには、制度の厳しい状況をより多くの国民と共有しながら、私た
ち一人ひとりや健保組合が行う予防・健康づくりと求められる制度改正
は車の両輪で実行していく必要があるのです。

健保連が『「ポスト2025」健康保険組合の提言』を発表
国民皆保険制度の維持に向けて
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健保連特設コーナー：

「医療と国民皆保険制度の未来に黄信号が点滅中　
あなたの行動で未来は変えられます（アンケート）」はこちら


